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の
報
を
受
け
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
向
か
っ
た
が
凍
結

し
、
ま
た
一
年
間
シ
ベ
リ
ア
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

シ
ベ
リ
ア
で
の
生
活
は
、
零
下
四
〇
度
の
酷
寒
の
中
で
コ

ル
ホ
ー
ズ
（
集
団
農
場
）
に
五
十
人
程
度
派
遣
さ
れ
、
冬

は
馬
鈴
薯

ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
芽
か
き
や
選
別
作
業
、
飲
料
水
や
食
糧
、
暖

房
材
の
調
達
が
主
な
作
業
で
あ
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
の
収
容

所
に
入
っ
て
か
ら
も
栄
養
失
調
で
体
力
が
な
く
な
り
、
シ

ラ
ミ
が
わ
き
、
朝
起
き
る
と
何
や
ら
モ
ゾ
モ
ゾ
す
る
と

思
っ
た
ら
、
隣
の
人
が
死
ん
で
い
て
シ
ラ
ミ
が
こ
っ
ち
に

移
っ
て
く
る
の
だ
。
一
部
屋
二
十
メ
ー
ト
ル
位
、
入
り
口

に
ス
ト
ー
ブ
が
一
つ
あ
る
だ
け
で
、
大
変
寒
い
。
や
っ
と

五
月
に
春
が
き
て
、
麦
、
砂
糖
大
根
、
馬
鈴
薯
の
種
蒔
き

や
生
育
作
業
を
さ
せ
ら
れ
た
。

ジ
ャ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
ダ
モ
イ

昭
和
二
十
四
年
九
月
、
ソ
連
兵
が
「
ジ
ャ
ポ
ン
ス

キ
ー
、
ダ
モ
イ
」
と
言
い
、
帰
国
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
。

待
ち
に
待
っ
た
引
揚
げ
だ
。
九
月
三
十
日
ナ
ホ
ト
カ
を
出

航
、
十
月
三
日
舞
鶴
に
上
陸
し
た
。

あ
あ
、
や
れ
や
れ
日
本
に
着
い
た
。
皆
、
歓
喜
し
、
抱

き
合
っ
て
喜
ん
だ
。
涙
が
自
然
に
流
れ
出
る
。
コ
ス
モ
ス

の
花
咲
く
道
を
復
員
局
ま
で
歩
い
た
記
憶
は
、
今
も
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ
る
。

復
員
局
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
質
問
や
調
査
を
受
け
、
上
陸
一

週
間
後
の
十
月
十
日
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
、
兄
の
出
迎
え

を
受
け
、
馬
淵
の
我
が
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

労
苦
調
査

広
島
県

平

本

直

行

一
、
出
生
か
ら
入
隊

①
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
十
一
月
二
日
、
広
島
市
観

音
町
に
生
ま
れ
る
。
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
三
月

二
十
五
日
、
満
州
電
信
電
話
株
式
会
社
大
連
社
員
養
成

所
卒
業
（
後
、
大
連
通
信
学
校
）

②
牡
丹
江
電
信
電
話
局
通
信
課
勤
務
、
一
心
寮
（
独
身
）
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二
、
ソ
連
軍
侵
攻
前

①
十
九
年
度
徴
兵
令
に
よ
り
、
昭
和
十
九
年
三
月
二
十
五

日
徴
兵
検
査
第
一
乙
種
合
格
。
現
役
兵
と
し
て
昭
和
十

九
年
九
月
一
日
、
鞍
山
高
射
砲
第
二
六
連
隊
四
中
隊
入

隊装
備

何
一
つ
不
自
由
な
し
、
全
て
整
っ
て
い
た
。

②
他
の
部
隊
、
社
会
状
況
等
不
明

三
、
ソ
連
軍
侵
攻

①
北
満
の
状
況
不
明
。
綏
芬
河
、
黒
河
、
満
洲
里
、
三
方

面
よ
り
侵
攻
、
八
月
九
日
。

②
高
射
二
六
連
隊
は
、
新
京
（
長
春
）
死
守
の
た
め
、
ソ

連
戦
車
撃
退
壕
を
掘
っ
て
高
射
砲
に
て
対
戦
す
べ
く
陣

地
を
造
っ
て
い
た
。

四
、
終

戦

①
関
東
軍
司
令
部
通
信
班
に
て
聞
く
。
そ
の
時
の
感
慨
と

言
わ
れ
て
も
、
何
が
何
だ
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
、

力
が
尽
き
る
と
い
う
か
無
遊
病
者
と
い
う
か
、
真
っ
当

に
そ
の
時
の
心
境
は
筆
舌
で
は
あ
ら
わ
せ
な
い
。

②
軍
は
新
京
を
出
発
し
て
公
主
嶺
に
集
結
す
。（
こ
こ
に

て
武
装
解
除
）

③
軍
か
ら
の
解
放
な
し
。

④
次
の
日
本
よ
り
の
命
令
を
待
つ
と
い
う
こ
と
で
、
今
ま

で
と
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

⑤
新
京
の
街
で
は
い
ろ
ん
な
被
害
が
あ
っ
た
と
聞
く
も
、

公
主
嶺
ま
で
は
ニ
ュ
ー
ス
は
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

五
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
地
へ
の
旅

①
入
ソ
ま
で
生
活
状
態
は
今
ま
で
と
何
も
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
米
も
十
分
で
あ
っ
た
。
た
だ
野
菜
や
肉
は
手
に
入

ら
ず
不
自
由
し
た
が
、
砂
糖
、
塩
、
シ
ョ
ウ
ユ
、
ミ
ソ

等
十
分
持
っ
て
い
た
。

②
公
主
嶺
か
ら
黒
河
ま
で
は
五
日
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
が
、

途
中
貨
車
を
止
め
て
米
を
炊
き
、
お
か
ず
を
作
る
。
家

畜
並
み
と
言
え
ば
一
貨
車
に
三
十
人
く
ら
い
入
っ
て
い

た
の
で
便
所
な
ど
は
大
変
不
自
由
で
あ
っ
た
け
ど
、

「
東
京
ダ
モ
イ
」
と
い
う
楽
し
み
が
あ
る
の
で
古
里
の
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歌
が
歌
わ
れ
た
り
、
案
外
明
る
い
旅
で
あ
っ
た
。

ハ
ル
ピ
ン
を
過
ぎ
て
か
ら
日
本
の
開
拓
団
の
戦
っ
た
跡

が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
た
。

③
昭
和
二
十
年
九
月
の
何
日
か
わ
か
ら
な
い
が
、
黒
河
よ

り
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
に
送
ら
れ
入
ソ
し
た
。
そ

こ
か
ら
五
日
間
ほ
ど
西
に
向
か
っ
て
貨
車
は
ボ
チ
ボ
チ

走
っ
た
。

九
月
の
二
十
日
頃
、
チ
タ
州
シ
ワ
キ
の
村
に
着
い
た
。

六
、
抑
留
地
の
生
活

①
抑
留
地
を
変
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
。

作
業
は
一
班
五
百
人
が
山
に
入
り
伐
採
作
業
。

私
は
二
班
の
製
材
所
の
作
業
に
就
い
た
。
千
人
で
あ
っ

た
。

②
シ
ラ
ミ
の
発
生
は
大
変
で
あ
っ
た
。

夜
、
外
に
出
し
て
シ
ラ
ミ
を
凍
ら
せ
て
ゴ
シ
ゴ
シ
雪
の

中
に
落
と
し
、
卵
を
爪
で
ブ
チ
ブ
チ
つ
ぶ
す
と
い
う
原

始
的
シ
ラ
ミ
退
治
で
あ
っ
た
。

発
疹
チ
フ
ス
で
大
分
多
く
の
友
を
亡
く
し
た
。

衣
服
の
消
毒
と
か
入
浴
と
か
は
、
何
日
に
一
回
で
あ
っ

た
か
よ
く
覚
え
て
い
な
い
。

身
体
検
査
は
、
十
日
に
一
回
ほ
ど
女
医
が
来
て
、
日
本

の
軍
医
立
会
い
の
中
、
尻
の
皮
を
引
っ
張
っ
て
作
業
が

で
き
る
か
で
き
な
い
か
を
検
査
す
る
だ
け
だ
っ
た
。
風

呂
は
高
い
所
の
下
で
石
を
焼
い
て
水
を
か
け
湯
煙
に
よ

る
蒸
し
風
呂
で
、
私
な
ど
は
そ
の
高
温
に
耐
え
ら
れ
ず

す
ぐ
に
出
た
。
し
か
し
衣
服
の
消
毒
が
終
わ
ら
な
い
た

め
寒
い
所
で
長
時
間
待
た
さ
れ
た
。

③
一
班

山
組
、
五
百
人

二
班

製
材
組
、
千
人

七
、
労

役

①
六
に
書
い
た
通
り
別
に
作
業
は
な
か
っ
た
。

②
十
時
間
程
で
、
別
に
夜
間
作
業
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
山

か
ら
送
っ
て
来
た
材
木
を
貨
車
よ
り
下
ろ
す
作
業
で

あ
っ
た
。

③
ノ
ル
マ
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
。

④
夜
間
作
業
中
、
明
か
り
が
な
い
の
で
材
木
の
下
敷
き
に
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な
っ
て
死
ん
だ
人
が
大
分
い
た
。

⑤
昭
和
二
十
年
十
一
月
ま
で
し
か
シ
ワ
キ
の
抑
留
地
に
い

な
か
っ
た
の
で
後
日
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

八
、
収
容
所

①
国
外
追
放
さ
れ
て
か
ら
（
古
茂
山
収
容
所
）

②
平
壤
市
三
合
里
ソ
連
作
業
収
容
所
（
八
月
一
日
）

約
二
万
人
程
い
た
。
こ
こ
か
ら
ソ
連
に
入
ソ
し
た
人
も

三
万
人
ぐ
ら
い
は
い
た
と
聞
く
。

③
八
月
十
日
頃
よ
り
真
性
コ
レ
ラ
発
生
。
九
月
十
日
頃
ま

で
の
一
カ
月
で
千
五
百
人
以
上
死
亡
す
る
。

毎
日
毎
日
が
死
と
生
の
谷
間
で
あ
っ
た
。
私
の
班
十
五

人
中
十
四
人
は
死
亡
し
た
。
私
の
抑
留
生
活
は
毎
日
が

死
の
隣
に
い
て
、
生
を
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

い
つ
自
分
が
死
ぬ
か
、
そ
れ
だ
け
に
一
人
一
人
の
遺
体

を
ど
う
安
置
し
て
あ
げ
る
か
、
た
だ
そ
れ
だ
け
が
私
の

で
き
る
こ
と
で
、
そ
う
す
る
こ
と
で
私
も
遺
体
を
安
置

し
て
も
ら
え
る
と
信
じ
て
、
多
い
日
は
百
人
の
死
体
が

運
動
場
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
初
め
は
八
人
で
埋
葬
し

て
い
た
の
が
、
最
後
に
は
私
一
人
が
遺
体
を
背
中
に
し

ば
っ
て
一
キ
ロ
く
ら
い
の
山
道
を
運
ん
で
埋
め
ま
し

た
。
朝
一
人
、
午
後
一
人
、
二
回
は
大
変
な
重
労
働
で

あ
っ
た
け
ど
、
そ
れ
が
皆
様
へ
の
恩
返
し
だ
と
思
っ

て
、
一
カ
月
ど
の
く
ら
い
の
人
数
を
埋
葬
し
た
か
分
か

り
ま
せ
ん
。

私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
は
三
合
里
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
三
合
里
で
昭
和
二
十
一
年
八
月
、
真
性
コ
レ
ラ
が

蔓
延
し
て
約
千
五
百
人
の
死
者
を
出
し
た
。

三
合
里
コ
レ
ラ
事
件
は
余
り
に
も
悲
惨
で
、
文
に
す
る

言
葉
さ
え
失
う
。
も
ち
ろ
ん
医
師
、
医
薬
品
が
全
く
な

い
。
一
万
人
に
近
い
病
人
が
集
団
生
活
を
し
て
い
る
。

ハ
エ
の
媒
介
で
多
く
の
死
者
を
出
し
た
。
今
も
「
伝
染

病
」
の
文
字
に
は
あ
の
時
の
あ
の
惨
状
が
頭
を
よ
ぎ

り
、
忘
れ
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
こ
の
死
者

の
後
始
末
も
ま
た
大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
。
朝
百
人
と

い
う
死
者
が
広
場
に
横
た
わ
っ
た
。
ハ
エ
の
止
ま
っ
た

食
物
で
約
二
時
間
も
す
る
と
嘔
吐
す
る
。
下
痢
が
始
ま

り
三
時
間
で
死
に
至
る
。
日
々
山
の
よ
う
な
死
体
に
遭
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遇
す
る
。
埋
葬
の
た
め
に
歩
け
る
者
は
皆
駆
り
出
さ
れ

た
。
四
人
が
一
組
と
な
り
、
担
架
に
死
体
と
ス
コ
ッ
プ

を
乗
せ
山
を
登
り
目
的
地
に
運
ぶ
。

死
体
の
身
長
を
ス
コ
ッ
プ
で
計
り
、
棺
桶
の
よ
う
な
穴

を
掘
っ
た
。
草
を
敷
き
死
体
を
入
れ
、
で
き
る
だ
け
の

野
花
を
摘
み
、
そ
っ
と
顔
に
乗
せ
る
。
四
人
は
大
き
な

声
で
「
終
わ
り
ま
し
た
」
と
叫
ぶ
。
そ
の
声
で
お
坊
様

が
一
番
短
い
お
経
を
あ
げ
る
。「
お
前
だ
け
送
り
は
し

な
い
、
俺
達
も
行
く
。
一
日
も
早
く
日
本
に
帰
れ
よ
」

と
、
私
は
と
め
ど
な
く
流
れ
る
涙
で
叫
ん
で
い
た
。
そ

の
時
の
状
況
は
決
し
て
決
し
て
忘
却
は
し
な
い
。
こ
の

三
合
里
は
自
分
の
胸
の
奥
深
く
し
み
こ
ん
で
、
大
き
な

し
み
と
な
っ
て
い
る
。

九
、
帰

還

①
平
壤
市
三
合
里
ソ
連
収
容
所
、
昭
和
二
十
一
年
十
二
月

二
十
日
頃

②
帰
還
集
結
地
（
興
南
、
北
朝
鮮
の
日
本
海
側
）

③
帰
還
船
は
不
明
。

片
足
、
両
足
、
両
手
が
な
い
人
が
千
人
程
い
た
の
で

（
両
手
両
足
の
な
い
人
は
二
十
人
）
乗
船
は
大
変
で
し

た
。
大
き
な
も
っ
こ
に
板
の
座
を
作
り
、
一
回
に
五

〜
十
人
ず
つ
乗
船
す
る
の
で
す
け
れ
ど
、
ベ
ッ
ド
に
運

ぶ
の
も
大
変
で
、
二
千
五
百
人
乗
船
が
終
わ
る
の
に
三

日
程
か
か
っ
た
。

④
船
内
の
生
活
は
、
健
者
と
病
人
の
看
護
が
う
ま
く
い
っ

て
平
穏
で
し
た
。
船
内
の
雑
談
は
古
里
の
話
ば
か
り

で
、
日
本
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
不
安
は
一

つ
も
な
く
、
満
州
に
行
っ
た
昔
の
古
里
し
か
頭
の
中
に

は
な
く
、
真
っ
当
に
楽
し
い
船
旅
で
し
た
。

⑤
長
崎
県
佐
世
保
上
陸
、
昭
和
二
十
二
年
一
月
六
日

十
、
帰
国
後
の
生
活

満
電
社
員
は
郵
便
局
に
勤
務
し
て
い
た
が
、
尾
道
、
三

原
、
福
山
の
局
は
満
員
で
、
二
年
の
遅
れ
は
職
場
が
な
く

な
っ
て
い
た
。
一
般
の
仕
事
場
は
ソ
連
帰
り
は
赤
だ
と

い
っ
て
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ず
。
加
藤
海
運
の
沖
仲
士
に

な
っ
た
り
日
雇
い
人
夫
に
な
っ
た
り
、
個
人
事
業
を
や
っ
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て
失
敗
し
た
り
、
職
数
は
ど
ん
な
に
こ
な
し
た
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
年
金
は
国
民
年
金
し
か
な
く
、
今

は
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
仕
事
が
な
く
な
っ
た
ら
生
き

ら
れ
な
い
と
心
配
し
な
が
ら
七
十
七
歳
を
迎
え
て
い
ま

す
。

今
生
き
て
い
る

高
知
県

中

平

松

鶴

黙
（
も
だ
）
深
く
墓
地
の
下
ゆ
く
戦
友
も

こ
の
シ
ベ
リ
ア
に
死
を
お
そ
る
ら
し

零
下
四
〇
度
に
近
い
シ
ベ
リ
ア
の
冬
、
古
ぼ
け
た
外
套

に
身
を
包
み
、
寒
風
に
首
を
縮
め
、
警
備
兵
に
せ
き
た
て

ら
れ
な
が
ら
作
業
に
駆
り
出
さ
れ
た
。
そ
の
往
復
に
は
こ

の
墓
地
の
下
を
通
っ
た
。
こ
の
歌
は
同
じ
隊
に
い
た
鳳
城

さ
ん
（
消
息
不
明
）
の
作
。

月
一
回
（
二
回
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）
同
好

者
に
よ
る
歌
会
で
の
当
選
歌
で
あ
る
が
、
よ
ほ
ど
感
銘
し

た
も
の
と
み
え
て
、
満
州
ボ
ケ
、
シ
ベ
リ
ア
ボ
ケ
で
記
憶

喪
失
症
の
私
に
よ
く
覚
え
て
い
ら
れ
た
と
我
な
が
ら
感
心

し
て
い
る
。

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
終
戦
直
後
の
私
た
ち
の
集

結
地
は
満
州
チ
チ
ハ
ル
（
原
隊
海
拉
爾
）
で
あ
っ
た
。
チ

タ
経
由
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
内
地
送
還
と
い
う
ふ
れ
込
み
で

退
院
組
の
一
個
大
隊
が
編
成
さ
れ
、
貨
車
（
客
車
で
は
な

い
）
の
人
と
な
っ
た
の
は
十
一
月
。
関
東
軍
防
疫
給
水
部

要
員
で
あ
っ
た
私
た
ち
は
同
年
兵
（
二
年
兵
に
な
っ
た
ば

か
り
）
十
数
人
と
と
も
に
こ
れ
に
加
わ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
隠
し
て
い
た
つ
も
り
の
腕
時
計
が
警
備
兵
の
目
に
触

れ
、
略
奪
さ
れ
た
の
も
そ
の
車
中
で
の
出
来
事
。
警
備
兵

は
セ
コ
ン
ド
万
年
筆
を
虎
視
た
ん
た
ん
と
ね
ら
っ
て
い

た
。
両
腕
に
い
く
つ
か
の
腕
時
計
、
バ
ン
ド
に
は
い
く
つ

か
の
セ
コ
ン
ド
を
ぶ
ら
さ
げ
得
意
満
面
だ
っ
た
若
い
警
備

兵
た
ち
の
姿
が
思
い
出
さ
れ
る
。

貨
車
は
真
ん
中
に
ス
ト
ー
ブ
を
取
り
つ
け
二
段
に
仕

切
っ
て
あ
っ
た
。
俘
虜
輸
送
用
の
改
造
車
で
あ
ろ
う
。
チ

タ
を
東
す
る
か
西
す
る
か
が
我
々
運
命
の
分
か
れ
目
、
と
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